
病院理念
シンゾウくん

病客さま一人ひとりの権利を尊重し、心のこもった安全で、
質の高い医療の提供が私どもの理念です

1月

2016年病客さまと心臓病センター榊原病院をつなぐ

検索榊原病院

第71号

病院NOW 2016年1月1日発行
（年4回発行）

理
事
長
　
榊
原
　
敬

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
病
院
に
移

転
し
て
、
は
や
3
年
余
り
経
過

し
ま
し
た
。
日
頃
、
御
愛
顧
を

賜
り
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
社
会
の
到

来
、
財
政
赤
字
と
社
会
保
障

費
の
削
減
と
い
っ
た
時
代
の
流
れ

の
な
か
で
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
過
度
の

依
存
を
戒
め
、
ニ
ー
ズ
に
適
合

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提

供
を
求
め
て
い
ま
す
。
国
民
、

企
業
、
自
治
体
に
意
識
や
行
動

の
変
化
を
促
し
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
な
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
平
均
寿
命
は
男
性

80.21
歳
、

女
性

86.61
歳
で
す
が
、
健
康
寿
命

は
男
性

70.42
歳
、
女
性

73.63
歳
と

な
っ
て
お
り
、
男
性
で
9.79
歳
、

女
性
で

12.99
歳
の
開
き
が
あ
り
ま

す
。
元
気
で
長
寿
を
目
指
す
た

め
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

病
気
に
な
り
に
く
い
生
活
ス
タ
イ

ル
が
重
要
で
す
。
今
、
カ
ロ
リ
ー

制
限
な
ど
摂
取
量
を
減
ら
す
こ

と
よ
り
も
、
体
を
動
か
し
て
カ
ロ

リ
ー
消
費
量
を
増
や
す
こ
と
の

重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

9
年
に
及
ぶ
調
査
か
ら
喫
煙
・

肥
満
・
運
動
不
足
の
群
で
は
、

医
療
費
が
43.7
％
も
増
大
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
サ
ブ
解

析
で
も
運
動
不
足
が
医
療
費
増

大
の
危
険
因
子
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
当
院
の
健
康
教
室
や
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
当
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
2
階
）
を
通
し
て
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
各
自
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
場
合
、
当
院
は

中
四
国
の
心
臓
大
血
管
疾
患
の

救
急
の
砦
と
し
て
365
日
24
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。
安
全
な
医

療
は
も
ち
ろ
ん
、
体
に
負
担
の

少
な
い
低
侵
襲
治
療
を
推
進
し

健
康
寿
命
と
体
に

　
　
　
負
担
の
少
な
い
最
新
医
療

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ス
テ

ン
ト
治
療
や
不
整
脈
治
療
を
は

じ
め
と
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な

ら
び
に

TAVI
手
術
（
経
カ
テ
ー
テ

ル
大
動
脈
弁
置
換
術
）、
肋
間

小
切
開
で
の
心
臓
外
科
手
術
な

ど
最
先
端
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
弱
っ
た
心
臓
に
は
手
術
が

終
れ
ば
治
療
終
了
で
は
な
く
、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
残
さ
れ
た
機
能

の
改
善
を
図
り
、
将
来
的
な
心

不
全
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院

で
は
生
活
習
慣
の
改
善
、
疾
病

予
防
か
ら
、
診
断
、
治
療
、
リ

ハ
ビ
リ
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
診

療
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

特
長
で
す
。
こ
れ
ま
で
心
臓
外

科
手
術
数
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る

ス
テ
ン
ト
治
療
数
、
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
実
施
数
と
も
全
国
屈
指
の
実

績
を
継
続
し
て
あ
げ
る
が
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
地
域
医
療
の

向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご利用には
別途追加料金が必要です
お申し込み・ご質問は、
看護師へお申し付けください
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調理師免許／ふぐ調理師免許
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調理科長　高谷　浩

瀬戸内調理士会副会長
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岡山市長表彰 （平成 2０年）
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特別
メニュー

冬

入院中の病客さまにとって、 お食事が 「安全」 （全食材は国産品のみ使用）

「癒し」 や 「楽しみ」 の時間になりますように

あなたに寄り添う

安全でおいしい食事

藤本純也（フランス料理経験者）、小林諭（イタリア料理経験者）らと協力し、 心を込めて作ります

　市内有名日本料理店の元料理長であった調理科長 高谷浩が、主任 西江智章（元日本料理店料理長）、

※1日から利用可能
※特室は無料550円1食あたり

プラス （税込）

　法蓮草白和え、黄にら （岡山産）豚肉巻き焼き、かにしんじょう （北海道産）、ホタテ重ね揚げ、

百合根 （岡山産）、あみ笠柚子 （岡山産）、かぶ （岡山産）、海老 （徳島産）、銀杏 （岡山産）、

汁物 （白味噌仕立て） 里芋、 人参、 春菊、 リンゴを盛り込みました。

エネルギー 445㎉ 塩分 2.2g たんぱく質 25.9g 量 358g

夕食 週7日間

季節の盛り込み

症状に合わせた
栄養管理

管理栄養士による

栄養管理

全体的に味を薄くするのでは
なく、表面に味付けすること
でおいしく食べられる

よう工夫

薄味で

おいしく

外国産食材を一切使用
せず食の安心・安全

を徹底追求

季節に合わせた

国産食材

春　近　し
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大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る

　
　   

　
　
　
切
ら
な
い
手
術（ 

TAVI

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
（
AS
と
略
し
ま
す
）

と
い
う
疾
患
は
心
臓
弁
膜
症
の
ひ
と
つ

で
、
最
も
頻
度
の
高
い
弁
膜
症
で
す
。

症
状
は
胸
の
不
快
感
を
中
心
と
し
た
胸

部
症
状
、
失
神
、
め
ま
い
、
息
切
れ
、

動
悸
を
中
心
と
し
た
不
整
脈
感
な
ど
多

彩
で
す
が
、
症
状
が
頻
発
す
る
重
症
に

な
る
と
2
～
5
年
以
内
に

100
％
死
に
い

た
る
疾
患
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
を

し
な
け
れ
ば
各
種
ガ
ン
よ
り
悪
性
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
AS
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
加
齢
、
す

な
わ
ち
、
老
化
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
統
計
的
に
、
65
歳
以
上
に
限
る

と
AS
の
頻
度
は
２
～
３
％
と
い
わ
れ
て
お

り
、
岡
山
県
で
の
AS
に
か
か
っ
て
い
る
人

は
１
～
２
万
人
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

症
例
は

1 0 0 0
～

2 0 0 0
人
程
度
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
、
実
際
に
は
300
〜

400
人
程
度
の
人

に
対
し
て
手
術
を
中
心
と
し
た
治
療
が

行
わ
れ
て
お
り
、
残
り
の
大
多
数
の
方

は
何
ら
か
の
理
由
で
治
療
が
行
わ
れ
る
こ

と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
治
療
法
と
し
て
は
、
傷
ん
だ
大
動
脈

弁
を
人
工
弁
に
取
り
替
え
る
大
動
脈
弁

置
換
術
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
手

術
は
、
胸
を
切
開
し
、
人
工
心
肺
装

置
を
使
用
し
、
心
臓
を
止
め
て
大
動
脈

弁
を
取
り
替
え
る
大
動
脈
弁
置
換
術
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

2 0 1 3
年

10
月
よ
り
AS
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法

TAV I
（T

ra
n

sca
th

eter A
ortic 

Valve Im
plantation

：

タ

ビ
）
が

保
険
適
応
と
な
り
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
切
ら
ず
に
治
る
AS
治
療
と
し
て

TAV I
が
脚
光
を
あ
び
て
い
ま
す
。

　
TAV I
は
具
体
的
に
は
、
足
の
つ
け
ね
の

動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
直
径
５
〜

6 m m
の
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
動
脈
内
に
挿
入

し
、
そ
の
チ
ュ
ー
ブ
内
を
通
し
て
小
さ
く

折
り
た
た
ん
だ
人
工
弁
を
心
臓
ま
で
送

り
込
ん
で
心
臓
に
留
置
す
る
治
療
方
法

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
方
法
と
は
ま
っ
た
く

異
な
り
、
胸
を
切
り
開
か
な
い
、
心
臓

も
止
め
な
い(

人
工
心
肺
を
使
用
し
な

い)

で
治
療
が
可
能
で
す
。
手
術
後
の

体
力
の
回
復
も
大
変
早
く
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
１
週
間
以
内
の
入
院
で
治
療
が

終
わ
り
ま
す
。
体
の
負
担
が
か
な
り
減
っ

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
９０
歳
以
上
の
超
高
齢
者
や
、
全
身
に

い
ろ
ん
な
他
の
病
気
が
あ
っ
て
手
術
に
耐

え
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
方
に
も

治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
TAV I
を
安
全
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に

は
高
度
な
医
療
技
術
と
設
備
が
要
求
さ

れ
、
実
施
施
設
の
基
準
を
満
た
し
た
施

設
の
み
施
設
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
全
国
で
約
80
施
設
と
な
り
ま
し
た

が
、
岡
山
県
下
で
の
実
施
施
設
は
当
院

を
含
め
て
2
施
設
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
当
院
で
は

2 0 1 3
年
12
月
か
ら

TAV I
治
療
が

始
ま
り
、
現
在
ま
で
50
人
以
上
の
方
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
、

TAV I

は
弁
の
形
や
大
き
さ
に
制
限
が
あ
る
こ

と
、
治
療
の
長
期
成
績
が
不
明
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
全
て
の
AS
の
方
が
治
療
対

象
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
科
的
人

工
弁
置
換
手
術
が
困
難
な
方
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
院
の
外
科
的

人
工
弁
置
換
手
術
で
は
、
通
常
の
手

術
以
外
に
も
小
切
開
（

M I C S
）
手
術
で

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

TAV I
と

M I C S
手
術

の
両
方
が
実
施
で
き
る
の
は
国
内
で
は

当
院
だ
け
で
、
そ
の
成
績
は
わ
が
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
す
。

　
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
は
、
よ

り
多
く
の
方
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

す
べ
く
、
常
に
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
　
上
席
副
院
長
　
吉
鷹
　
秀
範

タビ

虚
血
性
心
筋
症
に
対
す
る
再
生
治
療「
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
」

　
重
症
心
不
全
に
対
す
る
世
界
初
の

再
生
医
療
製
品
と
し
て
、
病
客
さ
ま

自
身
か
ら
採
取
し
た
細
胞
を
シ
ー
ト
状

に
培
養
し
、
心
臓
に
貼
っ
て
働
き
を
改

善
す
る
心
臓
シ
ー
ト
が
、
昨
年
１１
月
に

５
年
間
の
期
限
付
き
保
険
適
応
と
な
り

ま
し
た
。

　
大
阪
大
学
心
臓
血
管
外
科
（
澤
芳

樹
教
授
）
が
開
発
し
、
テ
ル
モ
社
が
製

造
販
売
す
る
「
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
病
客
さ
ま
の
太
も
も

か
ら
筋
肉
細
胞
を
採
取
し
、
培
養
し
て

シ
ー
ト
状
に
し
た
あ
と
、
傷
ん
だ
心
筋

の
表
面
に
貼
っ
て
使
い
ま
す
。
シ
ー
ト
の

細
胞
が
出
す
「
サ
イ
ト
カ
イ
ン
」

と
い
う
物
質
の
作
用
に
よ
っ
て
、

心
筋
の
血
流
が
改
善
し
た
り
、
硬

く
な
っ
た
心
臓
が
や
わ
ら
か
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
機
能
の
改

善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

薬
物
治
療
で
よ
く
な
ら
な
い
重
症

心
不
全
に
対
し
て
は
、
補
助
人

工
心
臓
や
心
臓
移
植
し
か
有
効

な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
わ
が
国
で
は
臓
器
提
供
者

が
圧
倒
的
に
少
な
い
た
め
、
こ
の

再
生
治
療
は
機
械
や
臓
器
提
供

に
頼
ら
な
い
心
不
全
治
療
の
新
た

な
選
択
肢
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。
病
客
さ
ま
自
身
の
細
胞
を

培
養
し
て
移
植
す
る
た
め
、
拒
絶

反
応
が
な
い
こ
と
か
ら
、
か
ら
だ

に
優
し
い
治
療
と
も
い
え
ま
す
。

　
私
は
大
阪
大
学
在
籍
時
に
、

こ
の
治
療
の
臨
床
研
究
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
心
臓
移
植
で
し

か
助
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た

重
症
の
病
客
さ
ま
の
多
く

が
、
こ
の
シ
ー
ト
移
植
治

療
後
に
症
状
が
改
善
し
、

な
か
に
は
社
会
復
帰
さ
れ

た
人
も
い
ま
し
た
。

i P S
細

胞
を
使
用
し
た
細
胞
シ
ー

ト
治
療
も
動
物
実
験
で
は

効
果
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
将
来
的
に
は
そ
の
臨

床
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ハ
ー
ト
シ
ー
ト
に
よ
る

治
療
は
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
虚
血
性
心
疾
患
に
よ

る
重
症
心
不
全
の
病
客
さ

ま
が
対
象
で
、
現
在
国
内

で
は
大
阪
大
学
な
ど
の
数

施
設
で
実
施
が
可
能
で

す
。
こ
の
治
療
に
関
す
る

ご
相
談
は
心
臓
血
管
外

科
（
坂
口
）
が
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

心
臓
血
管
外
科
　
副
院
長
　
坂
口
　
太
一

ハートシート治療

筋芽細胞採取

培養

細胞シート移植

）

TAVI（経カテーテル的大動脈弁置換術）

大動脈

カテーテル

拡がった
人工弁



健康について一緒に考えてみましょう
ご家族の方もぜひご参加ください

健康教室〔14時～〕
脂質異常症と食生活

心不全予防のポイント

※日程を変更することがありますので、 院内掲示でご確認ください。 参加は無料です。

　ただし、 医師の指示による管理栄養士の教室のみ栄養指導料（保険適応 ： 80円～ 250円）が必要です。

しなやかな血管を保つために～減塩が必要なわけ～

知って得する医療費と介護保険の話

見直そう食生活　病院食のコツ

心臓リハビリテーションとは

減塩食のコツ

1月 2月 3月
管理栄養士、保健師、理学療法士が食事や日常生活、運動などについてお話します。

簡単！心肺蘇生法とAEDの使い方

狭心症・心筋梗塞の危険因子とは

低血糖とシックデイ（体調が悪い時の対応）

足のトラブルと手入れ

糖尿病教室〔15時～〕
糖尿病と合併症
お答えします　あなたの疑問

8 ・22（金）

薬とインスリン

検査について

食事について

運動について

糖尿病に関わる専門の医師・スタッフが、お話します。

ワーファリン教室〔14時～〕薬剤師、保健師がワーファリン内服時の注意点などをお話します。

〔会場〕診療棟 2階大ホール

25（月）

13 ・27（水）

14 ・28（木）

5 ・19（火）

6 ・20（水）

12 ・26（火）

7 ・21（木）

15（金）

4 ・18（月）

25（月）

13 ・27（水）

14 ・28（木）

6 ・20（水）

7 ・21（木）

5 ・12 ・19 ・26（火）

8 ・15 ・22 ・29（金）

4 ・18（月）

5 ・19（金）

8 ・22（月）

10 ・24（水）

25（木）

2 ・16（火）

3 ・17（水）

9 ・23（火）

4 ・18（木）

12（金）

1 ・15 ・29（月）

8 ・22（月）

10 ・24（水）

25（木）

3 ・17（水）

4 ・18（木）

2 ・9 ・16 ・23（火）

5 ・12 ・19 ・26（金）

1 ・15 ・29（月）

院内教室のご案内

7（月）

9 ・23（水）

10 ・24（木）

1 ・15 ・29（火）

2 ・16 ・30（水）

8 ・22（火）

3 ・17 ・31（木）

意外と知らない高血圧のホント～正しい血圧の測り方～ 29（金） 26（金） 25（金）

11（金）

14 ・28（月）

4 ・18（金）

7（月）

9 ・23（水）

10 ・24（木）

2 ・16 ・30（水）

3 ・17 ・31（木）

1 ・8 ・15 ・22 ・29（火）

4 ・11 ・18 ・25（金）

14 ・28（月）

　
当
院
の
健
康
教
室
で
、
心
臓
病
を

中
心
に
診
断
治
療
や
救
急
時
の
対
応

な
ど
を
詳
し
く
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
心
臓
病
の
予
防
や
再
発
を

防
ぐ
た
め
の
教
室
も
多
く
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
一
年
間
に
二
〇
〇
〇
人

余
り
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
臓
病
は
心
臓
以
外
の
様
々
な
臓

器
の
病
気
と
関
連
し
て
い
る
た
め
、
心

臓
病
と
関
連
す
る
病
気
に
つ
い
て
も
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
発

見
や
現
在
の
健
康
を
よ
り
長
く
維
持
す

る
な
ど
、
病
客
さ
ま
の
健
康
を
ま
も
る

こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
各
教
室
は
、
当
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、
参
加
さ
れ
た
方

と
一
緒
に
様
々
な
話
を
伺
い
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
日
々
の

疑
問
や
心
配
事
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
健
康
教
室
の
参
加
は
当
院
に
受
診

さ
れ
て
い
る
病
客
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
方
も
ご
自
由
に

無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
病
客
さ

ま
や
病
客
さ
ま
の
ご
家
族
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
健
康
教
室
へ
ご
参
加
い
た
だ
く
よ

う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

院
内
教
室

当
院
の

糖
尿
病
は
心
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
で
す

　
糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
細
小
血

管
障
害
と
大
血
管
障
害
が
あ
り
、

細
小
血
管
障
害
に
は
神
経
障
害
、

網
膜
症
、腎
症
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、

大
血
管
障
害
に
は
虚
血
性
心
血
管

疾
患
、
脳
卒
中
、
末
梢
血
管
障
害

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
糖
尿
病

が
な
い
方
で
も
発
症
し
、
糖
尿
病
が

あ
る
と
発
症
し
や
す
く
な
る
合
併
症

で
す
。
一
般
に
糖
尿
病
が
あ
る
と
、

こ
れ
ら
の
発
症
リ
ス
ク
が
２
～
３
倍
高

く
な
る
と
い
わ
れ
お
り
、
糖
尿
病
の

死
因
調
査
で
も
死
亡
原
因
の
約
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
糖
尿
病
の

あ
る
方
が
初
め
て
心
血
管
イ
ベ
ン
ト

（
心
筋
梗
塞
）
を
発
症
す
る
リ
ス
ク

は
、
そ
れ
ま
で
に
糖
尿
病
が
な
く
て
、

過
去
に
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
た
こ
と

の
あ
る
方
と
比
べ
て
同
程
度
で
あ
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
循
環
器
疾
患
を
持
っ
た

方
が
多
く
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
半
数
以
上
の
方
に
糖
尿
病
な
い

し
糖
尿
病
予
備
軍
が
認
め
ら
れ
、
中

に
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
発
症

の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
人
ほ
ど
発
症
し
や

す
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

比
較
的
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
い

人
で
も
発
症
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
に
よ
る
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の

発
症
機
序
に
は
食
後
の
高
血
糖
が

関
係
し
て
お
り
、
単
に
血
糖
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、
血
糖
の
変
動
幅
を

少
な
く
す
る
こ
と
も
発
症
の
予
防
に

は
大
切
で
す
。
そ
の
他
、
重
症
低

血
糖
を
起
こ
す
こ
と
も
心
血
管
イ
ベ

ン
ト
発
症
に
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
低
血
糖
を
き
た
し
に
く
い
薬

剤
を
選
択
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

改
善
だ
け
で
は
糖
尿
病
の
方
の
心
血

管
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス
ク
を
完
全
に
は

減
少
で
き
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
の
方
の

心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の
発
症
リ
ス
ク
因

子
を
調
べ
た
研
究
で
は
、
影
響
が
強

い
順
に
１
位
が

LDL
（
悪
玉
）
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
２
位
が

HDL
（
善
玉
）
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
３
位
が
血
糖
（

HbA1c
）

で
、
以
下
血
圧
、
喫
煙
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
糖
尿
病
の
方
の

心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減
少
さ
せ
る
た

め
は
血
糖
管
理
以
外
に
脂
質
管
理
、

血
圧
管
理
、
禁
煙
指
導
な
ど
も
必

要
で
す
。

　
心
疾
患
イ
ベ
ン
ト
を
早
期
に
発
見

す
る
検
査
と
し
て
は
頸
動
脈
超
音
波

検
査
が
有
用
で
す
。
首
に
あ
る
総
頸

動
脈
に
超
音
波
を
あ
て
、
血
管
壁
の

頸
動
脈
内
膜
中
膜
複
合
体
（

IMT
）

を
計
測
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
の

状
態
を
調
べ
ま
す
（
図
1
、
2
）
。

IMT
の
正
常
値
は

1mm
以
下
で
、
そ
れ

以
上
肥
厚
し
て
い
る
と
動
脈
硬
化
あ

り
と
判
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

IMT
が
肥

厚
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
冠
動
脈
の
狭
窄

を
強
め
、
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
が
増
加

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
私
ど

も
も

IMT
が
肥
厚
し
て
い
る
糖
尿
病
の

方
に
は
積
極
的
に
冠
動
脈
CT
を
勧

め
て
い
ま
す
。
ご
く
簡
単
な
検
査
で

す
。
ぜ
ひ
お
受
け
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

図１　正常の総頸動脈 IMT 図 2　肥厚した総頸動脈 IMT

糖
尿
病
内
科
　
部
長
　
福
田
　
哲
也
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【中島祐一先生より】平成17年
1月、3年間勤務していた心臓病
センター榊原病院から当院院長

に就任いたしました。専門である循環器疾患なら
びに高血圧症、高脂血症、糖尿病などの生活習慣
病の治療を中心に診療しています。日本人の死因
で1番多いのはガン、2番、3番の心筋梗塞、脳梗
塞は動脈硬化が原因となって起こる病気です。こ
れらの動脈硬化による病気は生活習慣病を治療す
ることによって予防することができます。将来脳
梗塞を発症して寝たきりにならないよう、元気で

長生きして
いただくよ
うに地域の
皆さまに貢
献していき
たいと考え
ています。

連 携 医 療 機 関 紹 介 中島病院医療法人 洋友会
〔住 所〕
〔電 話〕
〔 F A X 〕
〔診療科〕

〒701-0205　岡山市南区妹尾１８７８
086-282-0218
086-282-0284
内科・皮膚科

　かかりつけ医をもっていただくよい点は、 ご

退院後も引き続きよくご存じの近くの先生に

ずっとかかることで体調の変化に早く気づき、

病気も見つけやすくなることです。 また、 待ち

時間も短く、 通院しやすいことです。

　つまりかかりつけ医の先生と心臓病センター

榊原病院の2人主治医制というわけです。

先生
  なかしま    　      ゆういち   

中島　祐一

かかりつけ医を持つメリット
病歴を把握してもらえる
切れ目のない継続的なお付き合いによって、体質
や生活習慣などを把握。普段の健康管理の助言も
受けられる。

かかりつけ医を

おもちですか

専門の医療機関を紹介してもらいやすい
より詳しい高度な検査、治療が必要なときは紹介
状を書いてもらえる。大病院での初診時負担金が
不要になる。

家族全員の健康管理も任せられる
共働きである、高齢者がおられるなど、家族環境や
家族構成などよくご存じのかかりつけ医の先生の
診療が受けられる。

待ち時間が短く、通院の負担が軽い
大病院は施設が整い、専門医も多く安心感がある
が、自宅や職場からすぐに通いにくい。

病客さま

情報共有

・普段の診察
・薬の処方
・血液、 尿などの検査

・循環器を中心とした

   専門的治療
・詳しい検査
・心臓カテーテル治療、

   手術

心臓病センター
榊原病院

かかりつけ医
（地域の医療機関）

・ お変わりがあった際
・半年、 1年に1回の

   定期診察
・日々の通院、

   診察

1 2

3 4

診療時間

8：00～12：00

15：00～18：00

9：00～12：00

14：00～17：45

月

●

火

●

水

●

木

●

金

●

日

―

土

●

〔診療表〕

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ●

―

―

――

―― ―

【心臓病センター榊原病院より】当院で研修された先生です。中島先生は江戸時代からつづく医家の10代
目、9代目の洋一先生とともに、循環器疾患、生活習慣病を中心に地域の皆さまの診療に当っておられます。
（中島家には蘭方医学を学ばれた頃の長崎土産、緒方洪庵からの手紙などがのこされています。）

内
科

皮
膚
科

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A
S
O
）に
つ
い
て

　

動
脈
硬
化
が
原
因
で
全
身
の
動
脈
の
内
腔
が

狭
く
な
り
、
特
に
下
肢
に
症
状
が
出
た
も
の
を

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A
S
O
）
と
い
い
ま
す
。

水
道
管
の
中
に
水
垢
が
た
ま
り
流
れ
に
く
く
な
っ

て
い
る
状
態
と
考
え
て
下
さ
い
。
動
脈
硬
化
が

原
因
で
す
の
で
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
を
合
併
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
急
に

生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
年
月
を
か
け
て
徐
々
に

悪
く
な
り
ま
す
。
１
カ
所
だ
け
に
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
値
が
異
常
（
足
の
血
圧
が

手
の
血
圧
よ
り
低
い
）
で
も
症
状
が
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
Ⅰ
度
）。
進
行
し
て
く
る
と
、
坂
道

を
昇
る
と
き
、
足
が
痛
く
（
ふ
く
ら
は
ぎ
や
太

も
も
に
だ
る
さ
が
生
じ
る
）
歩
け
な
く
な
り
、
一

定
の
時
間
休
む
と
ま
た
同
じ
距
離
を
歩
け
る
こ

と
が
繰
り
返
し
生
じ
て
き
ま
す
。
進
行
し
て
き
ま

す
と
、
そ
の
歩
行
距
離
が
短
く
な
っ
た
り
、
休
息

の
時
間
が
長
く
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
平
地

で
も
同
じ
症
状
が
生
じ
て
き
ま
す
（
Ⅱ
度
）。
も
っ

と
進
行
し
て
き
ま
す
と
じ
っ
と
し
て
い
て
も
足
が
痛

く
な
っ
て
き
ま
す
。
足
を
心
臓
の
高
さ
よ
り
上
に

挙
げ
る
と
痛
さ
が
憎
悪
し
ま
す
（
Ⅲ
度
）。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
足
趾
の
先
が
黒
く
（
壊
疽
）、

創
傷
が
で
て
も
な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん
（
潰
瘍
）

（
Ⅳ
度
）。

　

治
療
は
ま
ず
は
動
脈
硬
化
に
対
す
る
原
因

疾
患
の
治
療
で
す
。
禁
煙
を
厳
守
、
高
血
圧
・

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
・
糖
尿
病
の
治
療
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
Ⅰ
度
、Ⅱ
度
の
場

合
は
ま
ず
は
前
記
の
基
礎
疾
患
の
治
療
と
内
服

薬
（
主
に
抗
血
小
板
製
剤
、
血
管
拡
張
剤
）
と

運
動
療
法
に
な
り
ま
す
。
運
動
療
法
は
側
副
血

行
路
、
い
わ
ゆ
る
脇
道
を
発
達
さ
せ
る
方
法
で
す
。

血
管
内
治
療
や
手
術
と
違
っ
て
、
自
分
の
血
管
が

発
達
し
、
自
然
の
血
液
の
流
れ
で
す
の
で
、
急
に

詰
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
長
い
間

運
動
を
怠
る
と
自
然
に
で
き
て
き
た
血
管
が
退
縮

し
て
し
ま
い
ま
す
。
症
状
の
改
善
が
得
ら
れ
な
い
場

合
や
日
常
生
活
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
は
血
行

再
建
術
を
し
ま
す
。
血
行
再
建
術
に
は
血
管
内

治
療
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）、
血
行
再
建
術
（
バ

イ
パ
ス
術
）、
両
者
の
利
点
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
治
療
が
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
世
界
的

標
準
治
療
方
針
に
準
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
Ⅱ
度
の

状
態
で
の
５
年
後
の
予
後
を
み
る
と
１
％
の
人
が

Ⅲ
度
、Ⅳ
度
の
下
肢
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
５
年

後
の
死
亡
率
は
１５
～
３０
％
で
、
そ
の
う
ち
７５
％
の

原
因
が
心
血
管
疾
患
で
す
。
ま
た
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
は
２０
％
に
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
基
礎
疾

患
の
治
療
を
厳
重
に
し
、
合
併
疾
患
の
予
防
が

最
重
要
で
す
。Ⅲ
度
、Ⅳ
度
は
早
急
な
治
療
（
６

か
月
以
内
）
を
行
わ
な
い
と
大
切
断
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
石
灰
化
病
変
に
よ

る
血
管
閉
塞
と
な
っ
た
場
合
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
困
難
で
す
。
外
科
的
に
血
行
遮
断
が
困
難
と
な

り
、
針
が
血
管
を
通
過
し
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
メ

ス
で
血
管
が
切
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
足
を
守
る
た
め
に
も
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
の
予
防
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
禁
煙
。
運
動
は
３０

分
間
、
少
し
汗
ば
む
程
度
に
早
足
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
運
動
し
て
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

末
梢
血
管
外
科
　
部
長
　
石
田
　
敦
久

閉塞性動脈硬化症による難治性の潰瘍

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の

　
　
　
　
　
　
　
植
え
付
け

　

お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
花
壇
の
土
を
入
れ
替

え
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
赤
色
）
の
球
根
1000

球
を
植
え

付
け
ま
し

た
。
春
に

は
美
し
い

花
を
咲
か

せ
て
く
れ

る
も
の
と

期
待
し
て

い
ま
す
。

▲球根を植える
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沢
山
ご
意
見
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
に

し
た
が
い
、
病
客
さ
ま
に
よ
り
そ
っ
た

よ
り
よ
い
病
院
を
目
ざ
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
掲

載
に
あ
た
っ
て
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
趣

旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
簡
略
化
す
る

こ
と
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
貴

重
な
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
万
一
震
災
・
火
災
・
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

余
儀
な
く
緊
急
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
、
６
階
・
７
階
の
廊
下
を
見
る
限
り
、

安
全
で
円
滑
な
避
難
は
、
無
理
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
理
由
は
、
天
井
に
取
り
付

け
て
あ
る
避
難
誘
導
灯
の
向
き
、
及
び
取
り

付
け
位
置
で
す
。
異
常
が
大
き
け
れ
ば
、
大

き
い
ほ
ど
気
が
動
転
し
、
冷
静
な
判
断
が
出

来
な
く
な
り
、
危
険
な
方
向
へ
走
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
度
に
多
く
の
人
が
冷
静
さ
を

失
え
ば
統
制
を
取
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
避
難
誘
導
灯
は
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

誰
も
が
一
見
し
て
わ
か
る
も
の
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
病
院
の
避
難
誘
導
灯
、
避
難
口
は
全
て
消

防
法
が
定
め
る
設
置
基
準
に
よ
り
標
示
し
、

消
防
設
備
を
点
検
し
、
関
係
官
庁
の
指
示
に

し
た
が
い
、
検
査
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
災
害

（
火
災
・
地
震
）
を
想
定
し
、
病
客
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
年
２
回
安
全
で
円
滑
な
避

難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
１３
年
振
り
に
再
発
が
あ
り
処
置
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
内
服
治
療
の

み
で
無
事
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
の
恐
怖
心
が
強
く
、
３
ヶ
月
後
、
半
年
後

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
医
師
か
ら
聞

く
と
鼓
動
が
高
鳴
り
恐
怖
心
が
募
り
ま
す
。

異
常
の
変
化
は
本
人
が
気
付
く
の
で
定
期
健

診
で
済
ま
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と

説
明
は
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、
個
人
の
精
神
状

態
、
心
理
状
態
を
も
っ
と
考
慮
し
て
ほ
し
い
と

強
く
願
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
の

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
説
明
で
、
安
心
と

安
全
面
の
精
神
的
な
配
慮
に
欠
け
苦
痛
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
病
客
さ
ま
の
お
身
体
の

状
態
で
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
を
必
要
と
す
る
時

は
、
そ
の
安
全
性
に
つ
き
ま
し
て
病
客
さ
ま
に

ご
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明
を
再
度
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
朝
の
予
約
で
し
た
が
、
終
了
し
た
の
が
１３
時

で
す
。
あ
げ
く
の
果
て
に
外
科
の
看
護
師
は
、

大
き
な
声
で
病
状
を
聞
き
、
待
合
所
の
方
、

皆
さ
ん
に
聞
こ
え
る
ぐ
ら
い
大
き
な
声
で
話
を

す
る
。
そ
の
必
要
は
な
い
と
思
う
。
医
師
も
上

か
ら
の
目
線
で
、「
や
っ
て
あ
げ
て
も
い
い
よ
」
と
。

私
は
調
子
が
悪
く
て
病
院
に
来
て
い
る
の
で
す
。

昔
の
榊
原
病
院
の
方
が
と
て
も
親
切
で
し
た
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
不
愉
快
な

思
い
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
配
慮
に
欠
け

医
師
も
病
客
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
高
姿
勢
で

あ
っ
た
と
の
ご
指
摘
、
た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
全
職
員
の
教
育
指
導
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ご
意
見

　
大
変
す
ば
ら
し
い
病
院
で
感
銘
し
て
い
ま

す
。
職
員
の
皆
様
か
ら
は
、
気
持
ち
の
良
い

挨
拶
、
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ
き
CS
面
は
模

範
と
な
る
病
院
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
不
愉
快

に
感
じ
た
事
が
一
つ
あ
り
、
ICU
に
入
っ
て
治
療
を

受
け
て
い
た
時
、
朝
の
先
生
方
の
回
診
に
若
い

研
修
生
が
数
人
後
に
続
い
て
い
た
の
で
す
が
、

違
和
感
を
感
じ
る
非
常
に
強
い
香
水
の
臭
い
が

し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
絶
食
し
て
治
療
を
受
け

五
感
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
状
態
で
、
あ
の
強

烈
な
臭
い
は
厳
し
か
っ
た
で
す
。

【
お
返
事
】
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
病
客

さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ご
指
摘
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
注
意

い
た
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
手
術
内
容
は
分
か
り
や
す
く
細
か
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
良
く
理
解
で
き
家
族
共
々
安

心
し
て
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
家
族
に
は
手

術
内
容
の
変
更
や
手
術
後
の
経
過
は
よ
く
、

説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
、
家
族
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
本
人
に
も
直
接
説
明
し
て
欲
し
か
っ

た
。
看
護
師
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
一
言
に
つ
き

る
。
よ
く
把
握
し
て
接
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
そ

の
態
度
で
わ
か
る
し
、
扱
い
が
丁
寧
で
献
身
的

で
い
や
み
が
な
く
言
葉
づ
か
い
も
優
し
く
（
こ
れ

が
一
番
身
に
し
み
る
）
痛
み
を
か
か
え
て
い
る
身

と
し
て
嬉
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
お
返
事
】
無
事
手
術
が
終
わ
り
ご
退
院
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
手
術
後
は
ご
安
心
し
て

入
院
し
て
い
た
だ
い
た
事
に
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
手
術
の
変
更
、
手
術
後
の
経
緯
を
ご
本
人

　
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
田
辺
功

氏
が
胃
を
切
っ
た
人
・
胃
腸
の
リ
ハ
ビ
リ

情
報
紙
「
ア
ル
フ
ァ
・
ク
ラ
ブ
」
第
４００

号
に
「
や
っ
ぱ
り
不
公
平
・
不
合
理
な

病
院
の
消
費
税
」
の
一
文
を
書
か
れ
て
い

ま
し
た
の
で
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
８
％
か
ら
１０
％
に
増
税
予
定
の
消
費

税
が
何
か
と
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
８

月
２８
日
の
「
朝
日
新
聞
」
で
は
「
国
立

大
学
病
院
が
赤
字
８４
億
円
」
と
の
見
出

し
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
原
因
の
大
部
分

が
備
品
や
消
耗
品
な
ど
の
消
費
税
の
持

ち
出
し
分
だ
と
の
分
析
で
す
。

　
同
紙
は
そ
の
数
日
前
に
経
済
面
で

丸
々
１
頁
を
使
い
、
消
費
税
が
病
院
経

営
を
い
か
に
圧
迫
し
て
い
る
か
の
特
集
記

事
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
設
備
、
仕
入
れ
る
商
品
に
は

当
然
な
が
ら
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

消
費
税
は
順
送
り
で
、
最
後
の
消
費
者

が
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

保
険
医
療
費
は
非
課
税
な
の
で
患
者
か

ら
徴
収
で
き
ず
、
病
院
が
消
費
税
を
負

担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
分
で
埋

め
る
と
の
建
前
で
す
が
、
病
院
の
支
払
う

消
費
税
額
と
患
者
の
医
療
内
容
は
関
係

が
あ
り
ま
せ
ん
。
額
の
大
き
な
病
院
ほ
ど

赤
字
に
な
り
ま
す
。
経
済
面
の
記
事
で

は
、
赤
字
穴
埋
め
の
た
め
病
院
や
介
護

施
設
が
、
徹
底
し
た
節
約
、
職
員
給
与

下
げ
、
職
員
減
ら
し
を
し
て
い
る
実
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
努
力
を
し
て
も
、
国
立
大

学
病
院
全
体
の
１４
年
度
決
算
で
は
赤
字

が
８４
億
円
。
民
間
病
院
で
あ
る
当
院
で

も
帳
簿
上
は
赤
字
で
し
た
。

　
医
療
費
の
伸
び
を
恐
れ
る
財
務
省
は

診
療
報
酬
の
改
定
の
た
び
に
厚
生
労
働

省
や
病
院
と
対
決
し
て
き
ま
し
た
が
、

思
う
よ
う
抑
え
き
れ
ず
、
年
々
、
医
療

費
総
額
は
増
え
て
い
ま
す
。
私
は
病
院

の
消
費
税
は
お
そ
ら
く
財
務
省
の
し
っ
ぺ

返
し
、
い
じ
め
政
策
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
最
後
の
消
費
者
が
海
外

に
い
る
輸
出
商
品
も
、
非
課
税
と
同
じ

で
消
費
税
が
取
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

財
務
省
は
輸
出
業
者
に
は
最
初
か
ら
払

い
戻
し
制
度
を
用
意
し
、
還
付
金
を
払
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
額
は
１２
年
度
で
２
兆
５

千
億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　
授
業
料
や
公
共
料
金
も
非
課
税
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
値
上
げ
が
可
能
で
す
。

価
格
が
自
由
に
な
ら
ず
、
損
す
る
の
は

病
院
や
診
療
所
だ
け
。
そ
れ
も
制
度
的

な
問
題
で
は
な
く
、
国
は
還
付
金
を
払

い
た
く
な
い
だ
け
な
の
で
す
。
逆
に
年
間

売
上
げ
一
定
以
下
の
小
売
り
店
で
は
消

費
税
納
入
が
免
除
さ
れ
、
取
り
得
の
益

税
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
に
対
し
て
も
公
平
、
が
税
の
基

本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
不
公
平
が

堂
々
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
の
は
国
際
的

に
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

に
十
分
説
明
で
き
て
い
な
か
っ
た
事
に
つ
き
ま
し
て

は
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。今
後
注
意
い
た
し
ま
す
。

　
ご
意
見

　
お
風
呂(

シ
ャ
ワ
ー)
の
掃
除
を
も
っ
と
き
れ
い

に
し
て
下
さ
い
。
お
風
呂
の
ケ
ア
ー
を
何
と
か
し

て
下
さ
い
。
時
間
が
な
く
、
せ
か
し
て
早
く
入
る

よ
う
に
言
わ
れ
る
。
手
伝
っ
て
も
ら
え
た
ら
早
く

済
む
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
病
客
さ
ま

の
入
室
前
に
業
者
が
清
掃
に
入
っ
て
い
ま
す
。
も

し
汚
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
看
護
師
に
お
申
し

付
け
下
さ
い
。
な
お
、
シ
ャ
ワ
ー
の
入
室
時
間

は
３０
分
間
隔
で
病
客
さ
ま
に
予
約
を
と
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
出
来
る
限
り
そ
の
予
約
時
間

内
に
入
室
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
意
見

　
１
階
玄
関
の
青
椅
子
が
汚
い
、
シ
ミ
が
あ
る
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
待
合
椅
子
（
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
製
）
に
汚
れ
シ
ミ
等
が
あ
る
場
合
、
水
洗

い
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
付
の
点
、
病
院
職

員
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

・受付前 ・デイルーム
リハビリ棟  3階
診療棟  6階、7階

診療棟  2階

ご意見箱 設置場所

ご意見
聞かせてください

→

不
合
理
な
病
院
の
消
費
税

●
国
立
大
学
病
院
８４
億
円
赤
字
の
背
景

●
国
際
的
に
恥
ず
か
し
い
制
度

診
療
の
ご
案
内

1
月
4
日
か
ら
通
常
ど
お
り
診
療
い
た
し

ま
す
。
急
患
の
方
の
受
付
は
年
中
無
休
、

24
時
間
無
休
で
対
応
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

電
話

0
8
6-

2
2
5-

7
1
1
1
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▽
山
陽
新
聞
メ
デ
ィ
カ

　
　
　
　
　   （
15
年
11
月
16
日
付
）

ご覧になりましたか

　
心
肺
蘇
生
法
は
５
年
毎
に
改
定
さ
れ
、
昨
年

は
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
に
当
た
り
ま
し
た
。
10
月
16

日
に
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
小
さ
な
変
更
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
主
な

点
は
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
速
さ

が
2010
年
の
１
分
間
に
100
回
以
上
だ
っ
た
の
が
、
速

す
ぎ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
上
限
を
１２０
回
に
設
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
胸
骨
圧
迫
の
深
さ
も
従
来
の

5cm
以
上
だ
っ
た
の
が
、
圧
迫
が
深
す
ぎ
る
と
骨
折

も
増
え
る
の
で
、『
深
さ
約
5cm
で
、
6cm
は
超
え
な
い
』

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
の
救
命
に
直
結
す
る
改
定
と
し

て
、
特
に
周
知
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
迷
っ

た
時
は
、
胸
骨
圧
迫
を
開
始
す
る
』
と
明
記
さ

れ
た
こ
と
で
す
。

　
図
は
2007
年
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
使
用
し
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
２
番
目
（
＃
2
）、
普

段
ど
お
り
の
呼
吸
が
な
け
れ
ば
胸
骨
圧
迫
を
開
始

し
ま
す
。
こ
の
部
分
の
説
明
に
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
『
呼
吸
が
な
い
か
異
常
な
呼
吸(

死
戦

期
呼
吸)

が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の

判
断
に
自
信
が
持
て
な
い
場
合
は
心
停
止
、
す
な

わ
ち
心
肺
蘇
生
の
適
応
と
判
断
し
、
た
だ
ち
に
胸

骨
圧
迫
を
開
始
す
る
』
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
呼
吸
が
完
全
に
な
け
れ
ば
迷
い
ま
せ
ん
が
、
異

常
な
呼
吸
が
あ
れ
ば
心
停
止
か
ど
う
か
迷
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
実
際
に
2015
年
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
が
、

県
内
の
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
中
年
男
性
が
、『
突

然
倒
れ
て
い
び
き
を
か
い
て
い
る
』
と
通
報
が
あ
り

ま
し
た
。
息
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
救
急
隊

到
着
ま
で
の
10
分
間
、
胸
骨
圧
迫
は
行
わ
れ
ず
。

救
急
隊
が
到
着
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
し
ま
し
た
が
、

結
局
救
命
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
は
こ
の
呼
吸
が
『
死
戦
期
呼
吸
』
だ
っ
た
の

で
す
。『
死
』
と
『
戦
』
う
時
『
期
』の
呼
吸
と
書
き
、

心
停
止
直
後
は
30
〜
40
％
程
度
認
め
ら
れ
ま
す
。

し
ゃ
く
り
あ
げ
る
よ
う
な
不
規
則
な
呼
吸
と
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
『
い

び
き
』
を
か
い
て
い
る
だ
け
の
死
戦
期
呼
吸
も
多

く
、
迷
う
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
図
の
よ
う
に

『
普
段
ど
お
り
の
呼
吸
』
が
な
け
れ
ば
、
迷
っ
て
も

胸
骨
圧
迫
を
始
め
ま
し
ょ
う
と
強
調
さ
れ
た
の
で

す
。

　
胸
骨
圧
迫
に
よ
っ
て
胸
の
骨
が
折
れ
て
も
、
善

意
の
救
助
者
が
訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、AED
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
も
迷
っ

迷
っ
た
ら
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

〜
突
然
倒
れ
た
！
心
停
止
か
も
〜 

　
　
　
　
　
　  

心
臓
血
管
外
科
　
部
長
　
津
島
　
義
正

　
山
本
桂
三
循
環
器
内
科
副
院
長

が
「
名
医
に
聞
く
狭
窄
症
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
」
と
題
し
て
、
心
筋
梗

塞
と
狭
心
症
の
原
因
や
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
。
心
疾
患
は
癌
に
続
い
て
日

本
人
の
死
亡
原
因
の
第
2
位
で
す
。

中
で
も
心
筋
梗
塞
は
こ
の
30
年
間

で
4
倍
に
増
え
て
お
り
、
発
症
者
の

3
割
余
り
は
糖
尿
病
の
方
で
す
。

治
療
法
は
外
科
手
術
と
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
が
あ
り
、
10
対
3
く
ら
い
で

カ
テ
ー
テ
ル
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
当
院
の

2 0 1 4
年
の
冠
動
脈

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は

111 7
例
で
全
国

第
7
位
の
症
例
数
で
し
た
。

　
心
筋
梗
塞
の
治
療
は
時
間
と
の

闘
い
に
な
り
ま
す
。
当
院
で
は
夜
間

や
日
曜
日
で
も
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
連
携
し
、
緊
急
手
術
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
急
性
心
筋
梗

塞
の
死
亡
率
は
一
般
病
院
で
10
％
、

専
門
医
が
い
る
病
院
で
5
％
ほ
ど
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
院
は
1.8
％

で
し
た
。

た
時
に
は
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
何
も
わ
か
ら
な
い

方
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
不
要
な
波
型
な
ら
充

電
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
健
康
教
室
『
簡
単
心
肺
蘇
生
法
と

AED
の
使
い
方
』
を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
張
講
演
会
『
心
臓
突
然
死
の
防
止
と
カ
ン
タ

ン
心
肺
蘇
生
法
（
AED
体
験
実
習
あ
り
）』
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

心
不
全
に
つ
い
て 

〜
治
療
か
ら
予
防
ま
で
〜

　「
心
不
全
」
と
い
う
状
態
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
冠
動
脈
が
狭
く
な
る
狭
心
症
な
ど
、

心
臓
の
特
定
の
部
位
が
悪
く
な
る
病
気
と
異

な
り
、
心
不
全
と
は
「
何
ら
か
の
原
因
で
、

心
臓
の
働
き
が
衰
え
た
状
態
」
を
表
す
幅
広

い
概
念
で
す
。

　
心
臓
は
、
肺
で
酸
素
を
蓄
え
た
血
液
を
体

に
送
り
、
体
で
酸
素
を
消
費
し
た
血
液
を
ま

た
肺
に
送
り
戻
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま

す
。
心
筋
梗
塞
、
弁
膜
症
、
不
整
脈
な
ど

何
か
の
原
因
で
心
臓
の
働
き
が
衰
え
る
と
、

血
液
が
渋
滞
し
て
、
肺
に
た
ま
る
と
息
苦
し

く
、
足
に
た
ま
る
と
む
く
ん
だ
り
、
ま
た
血
液

が
十
分
に
送
り
き
れ
な
い
と
疲
れ
や
す
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
心
不
全
は
４
つ
の
段
階
か
ら
な
っ
て
お
り
、

予
備
群
（
ス
テ
ー
ジ
Ａ
）、無
症
候
群(

ス
テ
ー

ジ
Ｂ)

、
有
症
候
群(

ス
テ
ー
ジ
Ｃ)

、
進
行
期

群(

ス
テ
ー
ジ
Ｄ)

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
Ａ
は
、
ま
だ
心
臓
に
異
常
は
な

い
、
で
も
今
後
異
常
が
出
る
可
能
性
が
高
い

方
で
す
。
具
体
的
に
は
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
な
ど
は
将
来
、
心
臓
病
を
誘
発
し
や
す
く
、

こ
れ
ら
の
病
気
が
あ
る
だ
け
で
も
、
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
Ｂ
は
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
心
不
全
」

と
も
呼
ば
れ
、
本
人
は
全
く
症
状
に
気
づ
か

ず
、
し
か
し
、
す
で
に
心
臓
の
機
能
は
少
し

弱
り
始
め
て
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
症
状

が
出
る
の
は
時
間
の
問
題
で
、
こ
の
段
階
で
い

か
に
発
見
し
て
治
療
を
始
め
る
か
が
重
要
で

す
。
発
見
に
有
用
な
検
査
は
、
血
液
検
査

で
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
や
心
電
図
、
心
エ
コ
ー
図
検
査
で

す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
の
あ
る
方
は
、
一
度

は
こ
れ
ら
の
検
査
を
受
け
て
み
て
、
ス
テ
ー
ジ

Ｂ
心
不
全
に
該
当
し
な
い
か
調
べ
て
お
く
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
、Ｄ
は
す
で
に
症
状
が
出
て
い

る
状
態
で
す
。
心
臓
の
機
能
を
こ
れ
以
上
悪

く
し
な
い
と
同
時
に
、
い
か
に
症
状
な
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
す
る
か
で
す
が
、
医
者
が
力
量
を

発
揮
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
病
客
さ
ま

自
身
の
努
力
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
心
不
全
の
治
療
は
、
薬
物
療
法
と
そ
れ

以
外
の
非
薬
物
療
法
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま

す
。

　
薬
物
療
法
は
、
長
い
目
で
み
て
心
不
全
の

方
の
寿
命
を
延
ば
す
薬(

目
に
見
え
な
い
治

療)

と
、
む
く
み
・
息
切
れ
な
ど
の
症
状
を

と
る
薬(

目
に
見
え
る
治
療)

に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
心
臓
を
保
護
す
る
Ａ

Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
や
β
遮
断
薬
と
呼
ば
れ
る
薬
で

す
。
ス
テ
ー
ジ
Ａ
か
ら
飲
み
始
め
る
こ
と
が
勧

め
ら
れ
て
お
り
、
心
不
全
治
療
の
基
礎
と
な

る
重
要
な
薬
で
す
。
後
者
は
む
く
み
を
と
る

利
尿
剤
や
、
心
臓
の
働
き
を
一
時
的
に
強
め

る
強
心
剤
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は

当
然
で
す
が
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
、Ｄ
の
症
状
が
あ
る

心
不
全
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
非
薬
物
療
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
最

も
重
要
な
も
の
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
適

度
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
寿
命
が
ぐ
ん
と

伸
び
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は

岡
山
で
も
有
数
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
て
い
ま
す
。
是
非
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
前
述
の
よ
う
に
心
不
全
は
病
客
さ
ま

自
身
の
努
力
で
大
き
く
寿
命
や
病
状
が
変
わ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
水
分
や
塩
分
を
一
気
に

と
る
と
、
体
に
水
が
た
ま
り
、
状
態
が
悪
化

し
ま
す
。
ま
た
、
薬
を
ち
ゃ
ん
と
飲
ん
で
適
切

に
リ
ハ
ビ
リ
す
れ
ば
入
院
し
な
い
で
安
定
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
当
院
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
「
心
不
全
教
育
入
院
」

を
行
い
、
病
客
さ
ま
に
心
不
全
の
知
識
、
心

不
全
予
防
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
１
～
２
週
間
程
度
の
入
院
で
し
っ
か
り
個

別
に
授
業
や
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
お
受
け
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
大
変
好
評
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
職
員
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

心
不
全
の
ス
テ
ー
ジ
分
類

心
不
全
の
予
防
・
治
療

循
環
器
内
科
　
医
長
　
鍵
山
　
暢
之

咳・疸

息が苦しくて
寝れない

動いている時
息が苦しくなる

手、足、顔が
むくむ

体重が急に
増える

心不全の症状
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